
【菊川地区】下関市地域おこし協力隊受入団体概要 

 

【菊川①】 

 団体名 株式会社小日本ふるさと市

 

団体の概要

「小日本ふるさと市」は“新鮮で安全な野菜を消費

者に安く”をモットーに、平成 2 年に小さなプレハブ

から始まり、平成 16 年に現在の新店舗をオープンし

ました。その間、「消費者と生産者の交流の場」とし

て、また菊川町の情報発信の中心として発展していま

す。隣には道の駅「きくがわ」があります。 

また近年、消費者の方が遠く北九州や山口市、宇部

市と広がるなど、ますます来客数が増加しています。

安全面においても保健所の協力を得ながら農産加工

品の安全講習を行っています。 

今後とも会員全員で、新鮮で安全な野菜を作り、消

費者に喜ばれる品物を提供することを心がけ、そして

生産者の顔の見える市場をめざします。

 

募集にあたって

（主な業務） 

①切花（菊・ゆり等）の生産技術の習得※1 

②農事組合法人「小日本ふるさと市」運営補助 

（農産物加工品開発・販売戦略企画立案）※2 

③地場産農産物の生産など、農業振興に関すること 

④その他地域おこしに関する業務

 （求める人材） 

花づくりに興味があり、下関市内に永住する覚悟のあ

る人 

※1 切花生産技術習得に必要な施設(ビニールハウ

ス・畑)は受入団体が３年間無償貸与します。（技術指

導有り） 

※2 将来的に「小日本ふるさと市」の社員として登用

も可能。



 

 



【菊川②】 

 

 団体名 菊川手延そうめん協同組合

 

代表者

氏　名：加島　薫

 電　話：０８３－２８７－１９３４

 メール：k.ami.kaname@icloud.com

 

団体の概要

　「菊川町手延そうめん組合」として、昭和４７年２月に発足

し、令和６年２月には、そうめんを作り続けて５０数年が経過

しました。 

　「菊川手延そうめん」は、昔ながらの手延製法を守り、”安

心・安全でおいしいそうめん”を皆様へお届けできるよう頑張

っています。最近では、下関市菊川町の特産品として、幅広く

認知していただけるようになりました。 

　今後、組合の法人化や担い手育成に力を入れて、事業を進め

るとともに、「菊川手延そうめん」をしっかりと守り、継承し

てまいります。

 

募集にあたっ

て

（主な業務） 

① 菊川手延そうめんの製造・販売 

② 販売促進イベントへの参加 

③ 繁忙時期の店頭販売（道の駅等） 

④ 取引先への配達・納品 

⑤ 宣伝広報活動（ＳＮＳ等） 

⑥ その他地域おこしに関する業務 

 

（求める人材） 

・下関市に定住し、そうめんづくりに興味がある方。 

・年齢を問わず、地域の皆さんとコミュニケーションを取れ

る方。 

・３年間は各施設にて製造補助や販売、広報活動を行ってい

ただきます。将来的には独立も可能です。 

 

（年齢制限） 

・２０歳～４０歳程度



【菊川③】 

 団体名 菊川町まちづくり株式会社

 

団体の概要

　「菊川町まちづくり株式会社」は「道の駅きくがわ」

を管理運営する第３セクターです。 

「道の駅きくがわ」は、中国自動車道小月 IC からも

近く、山陰・山陽を結ぶ交通の要所（国道 491 号沿

い）に位置し、九州方面からの下関市の玄関口として

大きな役割を担っています。 

大きな庄屋風の建物で、菊川の特産品の一つである

「菊川手延べそうめん」や「アイガモ」などを使った

料理が楽しめるレストランや「そうめん」をはじめ各

種麺製品や「はちみつ」など地元特産品を多く取り揃

えています。

 

募集にあたって

（主な業務） 

①道の駅の運営に係る業務 

②販売商品の PR と商品開発に関する活動 

③定期イベント等の開催に関する活動 

④インターネット等の情報発信（SNS 発信や情報誌

発行等）

 （求める人材） 

道の駅の運営に興味があり、下関市内に永住する覚悟

のある人 

※任期満了後は、菊川町まちづくり株式会社の職員と

して採用される場合もあります。


